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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

応援団用品　のぼり　染め旗　横断幕　のれん　手拭い　ハッピ　

太鼓　祭礼幕　ちょうちん　神社仏閣幕　神社のぼり　社名旗　

鈴緒　劇団幕　マーチングバンド横幕　タスキ　腕章　

ピンバッジ　缶バッジ　ワッペン　演台カバー

【取扱商品】

～ 「おもたせ」 ～

年始のご挨拶などお客様がいらしたり、ご挨拶に伺ったりする機会が多く

なる時期です。そんな時には手土産にお茶菓子などを持参することも少

なくないと思います。最近、ネットや雑誌などでよく「京のおもたせベスト３」

「通のおもたせ」「オススメのおもたせ」等という言葉を目にします。どうやら、

ちょっと高級でお洒落な手みやげという意味合いで使われているようです

がこれは誤りです。

京都では親しい間柄のお客様が持ってきてくれたお菓子を、「おもたせや

けど、みなさんでいただきましょか」と出しておもてなしをします。本当なら

お客様用にお菓子を用意しておくべきだけど、いただいたお土産をお出し

する時に使う言葉で、手土産を受け取った側が持参した人を敬う気持ち

を込めて言う言葉なのです。ですから持参する側が使うのは自分に敬語

を使うようなものになります。手土産がお菓子など、すぐ食べられる物であ

れば、一緒にその場で頂くのがマナーです。持参した方も一緒に美味しく

頂く姿が見られるのは嬉しいものです。
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